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初
秋
の
と
あ

る
日
、
夜
間
の

講
義
へ
向
か
う

道
す
が
ら
、
総

合
図
書
館
周
辺

が
、
寝
袋
持
参

で
泊
り
支
度
を

し
た
学
生
達
で

埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
い

う
異
様
な
光
景
を
目
に
し

た
。
何
事
か
と
思
え
ば
、
学

園
祭
に
来
る
著
名
な
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入

す
る
た
め
に
徹
夜
で
並
ん
で

い
る
と
の
こ
と
▼
通
常
で
は

考
え
ら
れ
な
い
破
格
の
値
段

と
は
い
え
、
徹
夜
で
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
熱

意
に
は
頭
が
下
が
る
。
と
同

時
に
、
そ
の
熱
意
の
半
分
で

も
勉
強
に
向
け
て
く
れ
れ

ば
、
と
の
思
い
に
も
駆
ら
れ

た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ

こ
は
大
学
で
あ
る
。
最
も
熱

心
に
取
り
組
む
べ
き
は
、
学

問
で
は
な
い
の
か
▼
「
少
に

し
て
学
べ
ば
、
則
ち
壮
に
し

て
為
す
こ
と
あ
り
。
壮
に
し

て
学
べ
ば
、
則
ち
老
い
て
衰

え
ず
。
老
に
し
て
学
べ
ば
、

則
ち
死
し
て
朽
ち
ず
」
。
こ

れ
は
、
江
戸
幕
府
直
轄
の
教

育
施
設
だ
っ
た
昌
平
坂
学
問

所
を
統
括
し
た
佐
藤
一
斎
が

著
し
た
『
言
志
四
録
』
の
中

の
一
節
で
あ
る
▼
星
空
の
下

で
、
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と

の
大
切
さ
と
、
一
念
発
起
す

る
こ
と
に
遅
す
ぎ
る
こ
と
は

な
い
こ
と
を
説
く
こ
の
言
葉

を
頭
に
浮
か
べ
な
が
ら
、
学

ぶ
こ
と
の
意
味
と
重
要
性
に

つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
い
た

い
も
の
だ
。（

中
野

徹
也
）
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食べ物と健康の関係を取り上げるテレビ番組は依然として高視
聴率らしい。食品を研究の対象にしていると、年に数回はこの手
の番組を作成しているプロダクションから問い合わせがくる。し
かし、先方が気に入るような回答をしたことがないため、出演に
至ったことはない。先日もある有名な番組のディレクターと会
い、出演一歩手前までいったが、結局、先方の想定しているスト
ーリーどおりのデータを持ち合わせていないためキャンセルにな
った。
私たちは適切な食事を摂取しなければやがて栄養障害を起こ

す。食事をすることの第一の目的はまぎれもなく生命の維持にあ
った。しかし昨今、食べ物と健康の関連で話題になるのは、この
ような食べ物の基本的機能ではなく、ある種の食べ物または食品
成分を積極的に摂取すれば特定の疾病を予防できるというもので
ある。赤ワイン中のポリフェノールは心臓病予防につながる、お

茶に含まれるカテキンは肥満解消とがん予防効
果を有するなど、数多くの食品成分が「体にい
い」機能性成分としてもてはやされている。
私が学んできた栄養学や食品工学では、現在
もてはやされている成分のほとんどは、栄養素
の消化・吸収性を低下させ、味や食感を損なう
成分、すなわち「灰汁（あく）」の一種であっ
て、食品加工や調理において取り除くべきもの
と聞かされてきた。しかし、今や、日本人のほ
とんどは食べ過ぎの状態であり、栄養不足を起

こすことはないと信じられているため、「あく」がもてはやされて
いる。当たり前のことだが、「あく」は食品廃棄物中に大量に存在
する。ゆえに多くの食品企業や研究者が「あく」の新たな効能を
求め、食品廃棄物に群がっている。これを「資源の有効利用・環
境に易しいリサイクル」と見る人も多い。しかしながら、「あ
く」は食べ物の風味を損なうため、「あく」を意図的に含ませた食
べ物のほとんどはおいしくない。私には、多くの日本人が食べ物
の「基本的な生命維持機能」と「おいしさ」を犠牲にして、「あ
く」を「体にいい」成分と信じ一生懸命摂取しているように見え
る。
お隣の中国は昔から「医食同源」の世界であり、「あく」をうま
く食生活に取り入れてきた。しかし、昨今の中国は、どうやら欧
米型食生活に存在する「動物性脂肪」のおいしさに目覚めたよう
で、乳製品の消費量が目立って増加している。そのあおりを食っ
て、日本では輸入チーズの価格が高騰し、ピザ屋さんが困ってい
る。「あく」よりも「おいしさ」にシフトしつつある中国の食生活
は、人間の欲望という点ではきわめて健全である。しかし、世界の
食糧事情は、巨大な人口を有する中国が食糧に関しては自給自足
であることを前提としてきた。「おいしさ」に目覚めた中国が食糧
輸入国になりつつある現在、食糧危機の可能性が高まってきてい
る。「あく」を信奉し、「おいしさ」を犠牲にしている日本人は、や
がて、希望してもうまいものが食えない状況になるのではないか
と、小生はおそれている。

（工学部教授）

吉田 宗弘


